
発注者・設計者・施工者・工
事監理者等に留意事項のヒア
リングを実施

■軸組構法 ■CLTパネル工法

■２ｘ４工法 ■耐火建築物

■混構造（木造＋S造） 等

公共建築木造工事標準仕様書
の規定に関する留意事項のア
ンケートを実施

■木材生産・流通関係団体

■認定関係団体

■木造関連製品の製造者 等

○施工管理・工事監理を行う
上で、遵守すべき法令等の
収集を実施

○官庁営繕が作成した留意
事項集等から、留意事項の
抽出

文献等からの抽出(4件)事例調査 (8件) アンケート調査 (54団体)

施工管理・工事監理に関する留意事項集のとりまとめ・公表

〇追加調査が必要な事項

・現場搬入時の含水率検査の
要否や目的について

・孔あけ個所の防腐防蟻処理
方法、未処理部分のあと処
理方法について

・アンカーボルトの固定方法
のバリエーションと留意事
項について 等

収集した情報を分類・整理

木造官庁施設の品質確保等に資することを目的に、生産、流通、施工等関係
者の協力を得て、アンケート、事例調査等を行い、木造官庁施設の施工管理・
工事監理に関する留意事項集のとりまとめを行っています。

令和元年度の取組

R1年度の事例調査対象と異なる構造、地域性を
有する建築物を実施

■構造：大スパン構造、丸太組構法、
RC造に一部木質材料を活用した建物 等

■地域：多雪地域、離島、台風の多い地域 等

【調査の方法】
■事例調査 ■文献調査

R1年度に調査した留意事項から見えてきた課題
を深掘りし、事実確認と解決方法の詳細な調査
を実施

【調査の方法】
■木造関連製品製造者等へのヒアリング

■ゼネコン等へのヒアリング

■文献調査

R1年度課題の詳細調査R1年度事例調査の拡大

令和２年度の取組

■材料の保管に関する留意事項（材料調達）
・木材の形状変化を防ぐために、出来るだけ地面から離し、
雨の跳ね返り、湿気の少ない環境のもと管理する。

■アンカーボルトの設置等に関する留意事項（基礎工事）
・アンカーボルトの据付精度の良否がそのまま建方工事の精度を左右する
ため、テンプレート等を利用して、適正な位置に配置する。

■面材耐力壁に関する留意事項（木造躯体工事）

・面材耐力壁の留付けにおいて、釘・ビスの面材への必要以上の
めり込ませや、釘頭の浮きは、所定の耐力が得られない恐れがある。
エアー釘を使用する場合、空気圧調整などが非常に大切であり、
毎日作業前に調整を行う。 他

木造官庁施設の施工管理・工事監理における留意事項について

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課

収集した情報は、施工前の準備を含めた工事の各工程に沿って分類・整理。
（準備工事～材料調達～仮設工事～基礎工事～木造躯体工事～内装工事（耐火被覆）～・・・）

主な留意事項は、以下のとおり。


